
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（小学校用）                       

都道府県名 大 阪 府 

 Ⅰ 学校の概要（平成 15 年 4 月現在） 

学校名 大 阪 府 阪 南 市 立 箱 作 小 学 校 

学 年 1 年 2 年 3 年 4 年 ５年 6 年 特殊学級 計 教員数 

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３ 

児童数 ５９ ６０ ６６ ６５ ５５ ７８ ５ ３８８

 

１９ 

Ⅱ 研究の概要 

１． 研究主題   

「自ら学び、心豊かにたくましく生きる子どもの育成」 

一人一人が意欲的に学び、筋道を立てて考える能力の育成 

  ２． 研究内容と方法 

   （１） 実施学年・教科 

３・４・５・６年算数 

  学校としてフロンティア校の指定を受ける以前からの研究実績がある教科である。また、対象学年

は理解の状況、関心・意欲・態度に差が拡大していく学年である。 

１・2 年国語 

  全ての学習に通じる｢聞く｣｢話す｣の基礎を培うのに大切な教科・学年である。 

   （２） 年次ごとの計画 

 

平

成

15

年

度 

○ テーマ 

・少人数編成による授業形態や効果的な指導法の研究 

・到達度や評価のあり方についての研究 

・互いの思いや考えを述べ合い、共に深め合う授業の研究 

○ 研究の見通し 

（低学年） 

具体的な操作活動を通して、一人一人が楽しく生き生きと取り組むにはどうすればよいか。 

（中学年） 

  一人一人が問題意識を持ち、自分なりに筋道を立て、よりよい考え方を求めるためにはどうす

ればよいか。 

（高学年） 

  一人一人が見通しを持ち、問題解決にあたるようにするためにはどうすればよいか。 

○ 研究の内容・方法 

  過去 2 年間の少人数授業の効果をみるために算数の学力実態調査を実施したところ、どの

学年も｢表現・処理｣においては到達度を上回っているが、｢数学的な考え方｣｢関心・意欲・態

 



   

平

成

15

年

度  

度｣においては、なお一層の指導法の工夫改善が必要であるという結果が明らかになった。 

そこで、綿密な指導計画のもと、課題、思考方法、学習形態など個に応じた学習形態を整えて

いくことになった。その中で、一人一人の子どもが自らの目標を持って学習に取り組み、わかる

喜びを体得できるようにしていきたと考えた。・ 

そのために、｢全員が一律に学ぶ学習内容を確実に習得できるようにすること｣｢子どもの学習状

況に応じてより高度な学習状況にも取り組む場を設定すること｣を重視した指導の一つとして習

熟度別学習を、個に応じた指導に対応するために課題選択別学習を取り入れた。 

  ・対象学年・教科  1・2 年国語（週 1 時間 学級を 2 分割） 

            3・4・5・6 年算数（全ての時間、学年を 4 分割） 

  ・重点観点・領域  国語｢聞く・話す｣ 

           算数｢数学的な考え方｣｢関心・意欲・態度｣ 

  ・少人数編成の工夫 無作為分割編成、課題別編成、習熟度別編成 

  ・学習効果の測定  学習到達度の測定方法、評価方法の工夫 

 

 

 

平

成

１

６

年

度 

○ テーマ 

・少人数編成による授業形態や効果的な指導法の研究 

・到達度や評価のあり方についての研究 

・互いの思いや考えを述べ合い、共に深め合う授業の研究 

○ 研究の見通し 

平成１５年度末に算数と国語の学力実態調査を行い、算数では今年度の課題であった「数学

的な考え方」や「関心・意欲・態度」にどのような変容があったかを分析し、さらに効果的な

指導内容、指導方法、指導形態の見直しを図りたい。また、国語では「聞く」「話す」の実態

を把握し、どの学年でどのような指導を行うことが全ての学習の基礎・基本となり得るのかを

研究したいと考えている。 

○ 研究の方法 

本年度から重点的に取り組んでいる「課題選択学習」や習熟度に応じた「発展的・補充的課

題」などの個に応じた学習を一層推進したい。 

また、評価目標に達していなくても学習意欲のある子ども、あるいは、学習意欲の乏しい子

どもへの個別学習をより充実させ、進んで学習参加する子どもづくりを目指したい。 

・対象教科     国語・算数 

   ・対象学年     未定 

   ・重点観点・領域  国語｢聞く・話す｣ 

            算数｢数学的な考え方｣｢関心・意欲・態度｣ 

   ・少人数編成の工夫 無作為分割編成、課題別編成、習熟度別編成 

・学習効果の測定  学習到達度の測定方法、評価方法の工夫 



（３） 研究推進体制 

研究組織 

 

フロンティアティーチャを研究主任に、加配教員を算数主任とし、この２人が全ての学年の少人数授

業に参加している。週１回学級担任２名とフロンティアティーチャー、加配教員による少人数授業の打

ち合わせ会を学年単位で行うことにより、学年全体の指導力の向上につなげることができる。また、と

もすれば小学校で起こりがちである閉鎖的な学級指導を打破することにも効果的である。 

 Ⅲ 平成 15 年度の研究の成果及び今後の課題 

１．研究の成果 

● 指導内容 

・基礎・基本の学習（問題解決型学習をもとにした無作為分割グループ）から発展的・補充的学習

（個人差に応じる習熟度別グループ）、興味・関心に応じた学習（個性を生かす課題選択別グループ）

といった単元指導計画を協力体制を組みながら研究することができた。 

・特に、発展的・補充的学習や課題選択別学習の教材作りに取り組み、子どもの実態に応じた教材

を開発することができた。 

● 学習課題・指導方法の工夫 

・子どもの興味深く取り組める課題を工夫したので、多様な考え方を導くことができた。 

・国語科においては、授業の中での取り組みを「発表のいずみ」の時間で生かし、表現力を高め、

伝え合う気風を育てることができた。 

● 子どもの学習状況の把握 

・指導計画に沿って目標に照らしながら評価できるようになり、個に応じた支援ができやすくなっ

た。 

２．今後の課題 

・興味・関心に応じた「課題別選択授業」や習熟度に応じた「発展的・補充的課題」など、子どもの実

態に応じた教材の開発が必要になってきている。 

・評価目標に達していなくても学習意欲のある子ども、学習意欲の乏しい子どもへの個別指導をより充

実させ、家庭学習の支援も含めた指導を考える必要がある。 

全体研究会 

研究推進部会 

授業研究部会 研究専門部会  

低学年部会 高学年部会 中学年部会 指導法の工夫改善 少人数指導体制 評価方法の工夫



 Ⅳ 学力等把握のための学校としての取り組み 

 平成 15 年度末には全児童を対象に国語と算数の学力実態調査を行い、算数では「数学的な考え方」「関

心・意欲・態度」が昨年度末に実施したものに照らし合わせて、どのような変容があったのかを比較・

検討する。また国語では、本年度あらゆる教科・領域で取り組んだ「聞く」「話す」の力がどのようなレ

ベルであるかを把握し、来年度への課題設定につなげていきたい。 

 さらに、「学習に対する意欲調査」を実施し「進んで手をあげる」などのポイントを昨年末のものと比

べ、昨年度の調査で問題となった積極的な授業参加の態度に向上があったのかを数字として捉えたい。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 

阪南市教育委員会主催｢指導法の工夫改善研修会｣を兼ねた中間発表会 

  日 時   平成 16 年 1 月 29 日(木)   午後１時３０分～午後４時５０分 

  場 所 （全体会）   阪南市立箱作小学校家庭科室 

 （授業公開教室）３年１組、３年２組、算数ルーム、オープンルーム 

  教科・単元 ３年算数「かけ算（３）」 

         課題選択別４分割・かけ算のふしぎにチャレンジ ・ひっ算の楽しさにチャレンジ

・ひっ算の仕組みにチャレンジ ・かけ算の考え方にチャレンジ

参加者   阪南市立小・中学校教員（校長を含む）３６人 

  講 師   大阪府教育委員会教育事務所 山下吉信 指導主事 

        熊取町教育委員会      吉田由美 指導主事 

 

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 

【新規校・継続校】    ■１５年度からの新規校   □１４年度からの継続校 

   

【学校規模】       □６学級以下    □７～１２学級 

■１３～１８学級  □１９～２４学級 

□２５学級以上 

 

  【指導体制】       ■少人数指導    ■T．T による指導 

               □一部教科担任制  □その他 

 

  【研究教科】       ■国語   □社会   ■算数   □理科 

               □生活   □音楽   □図画工作 □家庭 

               □体育   □その他 

 

  【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】   ■有   □無 
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